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◦花壇を手入れする会員の皆さん

▲避難経路に津波避難看板を設置する
　小学生と校区役員

　

伊
良
湖
校
区
で
は
、
８
月
21
日
（
水
）

に
自
主
防
災
活
動
の
一
環
と
し
て
「
津
波

避
難
看
板
」
を
校
区
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
は
、
伊
良
湖
小
学
校
の
児
童

39
名
が
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
海
抜
や
独

自
で
考
え
た
イ
ラ
ス
ト
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

入
れ
て
制
作
し
た
も
の
。
当
日
は
、
５
・
６

年
生
と
そ
の
保
護
者
、
校
区
役
員
を
含
む

約
30
名
が
校
区
内
を
回
り
、
39
枚
の
看
板

を
避
難
経
路
に
沿
っ
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
住
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
、
校
区
と
し
て
何
が
で
き

る
か
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

伊
良
湖
校
区
＆
伊
良
湖
小
学
校

手
作
り
の
津
波
避
難
看
板
設
置

投
稿

　

花
と
笑
顔
で
ま
ち
を
元
気
に
！

　

私
た
ち『
花
の
会（
野
田
）』は
、花
の
愛
好
者
や
、

健
康
の
た
め
に
体
を
動
か
そ
う
と
す
る
方
が
集
ま

り
、
平
成
11
年
に
「
田
原
町
花
の
会
」
の
一
員
と

し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以
来
、
今
日

ま
で
継
続
し
て
活
動
を
行
い
、
今
年
で
15
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
「
花
は
会
話
と
笑
顔
を
生
み
ま
す
。
花
が
育
ち
咲

い
て
い
く
に
つ
れ
、仲
間
同
士
、通
り
す
が
り
の
人
、

子
ど
も
た
ち
の
間
で
、
笑
顔
と
会
話
の
花
も
咲
き

ま
す
」。
そ
ん
な
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、
い
つ
も
仲

良
く
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
と
に
か
く
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。『
笑
顔
と
会
話
の
花
も

咲
く
』
を
会
の
モ
ッ
ト
ー
に
、
花
と
緑
い
っ
ぱ
い

の
潤
い
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

花
と
笑
顔
で
ま
ち
を
元
気
に
！

　

私
た
ち『
花
の
会（
野
田
）』は
、花
の
愛
好
者
や
、

健
康
の
た
め
に
体
を
動
か
そ
う
と
す
る
方
が
集
ま

り
、
平
成
11
年
に
「
田
原
町
花
の
会
」
の
一
員
と

し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以
来
、
今
日

ま
で
継
続
し
て
活
動
を
行
い
、
今
年
で
15
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
「
花
は
会
話
と
笑
顔
を
生
み
ま
す
。
花
が
育
ち
咲

い
て
い
く
に
つ
れ
、仲
間
同
士
、通
り
す
が
り
の
人
、

子
ど
も
た
ち
の
間
で
、
笑
顔
と
会
話
の
花
も
咲
き

ま
す
」。
そ
ん
な
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、
い
つ
も
仲

良
く
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
と
に
か
く
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。『
笑
顔
と
会
話
の
花
も

咲
く
』
を
会
の
モ
ッ
ト
ー
に
、
花
と
緑
い
っ
ぱ
い

の
潤
い
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

平成25年9月15日　　　　　　　　　　　　　│2│

笑
顔
と
会
話
の
花
も
咲
く

花
の
会（
野
田
）の
皆
さ
ん

投
稿

　

田
原
市
に
は
「
花
壇
設
置
奨
励
事
業
」
と
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
会
や

老
人
ク
ラ
ブ
、
有
志
の
団
体
な
ど
が
管
理
す
る
花
壇
が
１
３
３
カ
所
あ

り
、
現
在
１
０
６
団
体
が
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

昨
年
度
の
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
（
小
規
模
花
壇
の
部
）
で
、
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
野
田
校
区
の
『
花
の
会
』
か
ら
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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今月の渥美半島の花～バラ～今月の渥美半島の花～バラ～
バラ（切花／出荷時期：通年）

【花言葉】 …美、愛情

　美しさの象徴とも言えるバラは、イギリス国花、紋章と
して有名です。八重咲きのものが普通で、本来の花びらは
５枚です。色は、赤・白・ピンク・オレンジ・淡紫色など豊富
で、咲き方もロゼット咲きやカップ咲き、ポンポン咲きな
どさまざまな種類があります。
　花の大きさにより、ハイブリッドティー（大輪）、フロリ
バンダ（中輪房咲き）、ミニチュア（小輪）などの種類に分か
れます。年間約1000万本が出荷されており、田原市は県
内２位の生産量を誇っ
ています。

大久保

　

田
原
市
で
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
と

言
え
ば
、
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
ぶ
の

が
サ
ー
フ
ィ
ン
で
す
よ
ね
。
サ
ー
フ
ィ

ン
は
、
渥
美
半
島
の
表
浜
海
岸
が
有
名

で
す
が
、
三
河
湾
を
眺
め
る
こ
と
の
で

き
る
内
海
、
白
谷
地
区
の
『
姫
島
漁

港
』
も
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
が

あ
り
ま
す
。
姫
島
漁
港
に
は
ヨ
ッ
ト
の

ほ
か
、
漁
船
や
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な

ど
、
２
０
０
隻
以
上
が
停
泊
さ
れ
て
い

ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
三
河
湾

を
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
風
を
切
っ
て

走
る
ヨ
ッ
ト
な
ど
の
姿
が
見
ら
れ
る

そ
う
で
す
よ
。

　

今
回
、
わ
た
し
は
知
り
合
い
の
ヨ
ッ

ト
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
姫
島
を
ぐ
る
り

＊
三
河
湾
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ッ
ト

姫
島
漁
港
を
訪
ね
てと

一
周
し
て
き
ま

し
た
。

　

太
陽
の
光
が
反

射
し
、
キ
ラ
キ
ラ

輝
く
波
を
横
目
に

港
へ
戻
り
な
が

ら
、
わ
た
し
の
目

に
映
っ
た
田
原
市

の
景
色
は
美
し
い
山
の
稜
線
で
し
た
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
一
度
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の

大
久
保
で
す
。
田
原
市
の
魅
力
を
発
掘
す
る

た
め
先
日
“
姫
島
漁
港
”
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

10月

│3│　　　　　　　　　　　　　平成25年9月15日
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▲地域防犯力の向上について協議（パネルディスカッションの様子） ▲近隣校区が初めて一同に会しての開催

地
域
の
話
題

福
江
中
学
校
地
域

地
域
の
安
全
は
、地
域
自
ら
が
守
る

福
江
中
学
校
地
域
の
４
校
区
協
議
会
（
亀
山
・
中
山
・
福
江
・
清
田
）か
ら
、

地
域
全
体
で
考
え
る
防
犯
力
の
向
上
に
つ
い
て
、お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

６
月
28
日
（
金
）
の
夜
、
福
江
市
民

館
で
福
江
中
学
校
地
域
（
亀
山
・

中
山
・
福
江
・
清
田
）
の
校
区
協
議
会
役

員
を
は
じ
め
、
学
校
、
警
察
、
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
73
名
が
集
ま
り
「
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
で
何
が
で
き
る
か

　

平
成
24
年
度
末
に
亀
山
・
中
山
・
小
中

山
の
駐
在
所
が
廃
止
さ
れ
、
福
江
幹
部
交

番
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
で
、
福
江
中
学
校

地
域
で
は
防
犯
体
制
に
不
安
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
防
犯
力
を
向
上
さ
せ
る

き
っ
か
け
と
し
て
、
田
原
警
察
署
生
活
安

全
課
か
ら
の
犯
罪
発
生
状
況
の
報
告
や
防

犯
に
関
す
る
取
り
組
み
紹
介
の
後
、　

愛

知
大
学
鈴
木
誠
教
授
を
講
師
に
招
き
、
講

話
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

よ
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
絆き

ず
な

づ
く
り
が

地
域
防
犯
力
を
高
め
る
！

　

鈴
木
教
授
か
ら
は
「
地
域
に
お
け
る
絆

づ
く
り
（
地
域
活
動
）
こ
そ
地
域
防
犯
力

の
向
上
の
要
。
田
原
市
の
素
晴
ら
し
い
地

域
の
組
織
体
制
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

を
大
切
に
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に
続
け
て

ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
の
成
果
を
生
か
し
て

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
防

犯
に
つ
い
て
一
緒
に
活
動
す
る
福
江
中
学

校
地
域
単
位
で
の
組
織
が
必
要
で
は
な
い

か
」や「
校
区
で
の
防
犯
の
取
り
組
み（
青

少
年
健
全
育
成
、
防
犯
パ
ト
ー
ル
な
ど
）

に
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
融
合
し
て

一
緒
に
活
動
し
て
い
け
る
と
良
い
」な
ど
、

前
向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

亀
山
・
中
山
・
福
江
・
清
田
の
４
校
区

で
は
、
今
回
の
講
座
を
機
会
と
し
て
、『
地

域
の
安
全
は
地
域
自
ら
が
守
る
』
と
い
う

意
識
の
も
と
、
防
犯
活
動
の
組
織
化
や
地

域
課
題
の
共
有
な
ど
地
域
全
体
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を
再
認
識
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

亀山小

中山小

福江小 清田小
福江中

福江中学校地域

◦鈴木教授から励ましの言葉を
いただきました

平成25年9月15日　　　　　　　　　　　　　│4│
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海鳴 UMINARI アートフェスティバル2013

たはら国際交流協会

イベント紹介

市民活動紹介

～表浜ほうべの森キャンプ場プレオープンイベント～

表浜ほうべの森キャンプ場プレオープンイベントとして、昨年に引き
続き２回目の開催となります。今年はキャンプ場を利用しても

らいながら、自然とアートを融合した野外体験型のイベントを開催します。
各種ブースでのワークショップやステージイベントなど、子どもから大人
まで楽しめます。お誘い合わせの上ご来場ください。
　また、現在作製中の石窯で焼いたピザをぜひ召し上がってみてください。
※昨年度の様子が田原市広報サポーターブログ「風の街のたはら」で紹介されています。 http://kohotahara.dosugoi.net/

　　　　　　　　　　UMINARI 実行委員会事務局　山本和宏 090-7310-9356

～ NPO 法人に生まれ変わります！～

地域における国際交流の広がりを図り、国際性豊かな人づくり、まちづく
りに寄与するため 1990 年に設立されました。それから 23 年間、さまざ

まなボランティア活動が続けられています。外国人のための「にほんご教室」
では、日本語を学びながら日本文化を体験したり、地域の行事に参加したりし
ています。また、語学教室の開催や通訳・翻訳のお手伝い、ホームステイの受
け入れなどを行い、地域に住む外国出身の方々と共生し、学び合い、理解を深
めることを進めています。
　今年の秋、「特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）たはら国際交流協会」が誕
生することとなりました。法人化に伴い、記念講演会を開催します。地元で活
躍するラジオパーソナリティーのつボイノリオ氏に、地域に密着した国際交流
への思いを語っていただきます。

▲昨年の様子（写真上から、ステージイベント、
　フリーペイント）

▲つボイノリオ氏

お問い合わせ

日　時◦10 月 19 日土 14：00 ～ 16：00
場　所◦田原文化会館　文化ホール
入場料◦無料／全席自由（ただし入場整理番号付き入場券が必要）
入場券◦9 月 22 日日午前 10 時から、たはら国際交流協会事務局（田原文化会館１階）にて配布

たはら国際交流協会　法人化記念講演　～「KOKUSAI 交流雑考」　講師：つボイノリオ氏～

お問い合わせ：たはら国際交流協会事務局☎ 22 局 2622　 info@tahara-tia.jp

◦市制施行10周年記念事業（公募事業）

日時：10 月 12 日土 11：30 ～ 21：00 ／ 13 日日 11：30 ～ 19：00　
場所：表浜ほうべの森公園（田原市南神戸町南中島）
内容：❖ステージイベント（音楽、ダンス、太鼓など）
　　　❖ライブペイント（プロアーティストによる実演）
　　　❖フリーペイント（来場者に巨大な壁へ自由に描いていただきます）
　　　❖ワークショップ（キャンドル作り体験、レザークラフト、木工アート、染め物
　　　　体験、ウクレレ演奏体験、ダンボール迷路、弓矢作り体験など）
主催：UMINARI 実行委員会

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター センター印刷機（２色）
期　間◦平成26年1月17日（金）まで
対　象◦市民活動団体（登録申し込みが必要）
使用料◦試験運用中のみ無料（本運用後は有料）
※詳しくは市民活動支援センターにお問い合わせください。

試験運用中

│5│　　　　　　　　　　　　　平成25年9月15日
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学校生活の
一コマを紹介

62

　今回は、小学校での「お祭り広場」と「親子学級」の様子をご紹
介します。

●学校教育課☎２３局３６７９

“ふるさと野田”を愛する心を

　５月24日（金）、仁崎海岸で親子学級を実施しました。全
校児童、教職員、保護者など総勢約400名が参加し、海岸清
掃と潮干狩りを行いました。これは、平成14年から地域の
皆さんの協力により毎年行われ、親子学級として継承さ
れている行事です。
　当日は快晴。まぶしいほどに輝く海を背にして、親子で
ごみを拾います。「こんなにあるよ」「みんなで拾うと一気
にきれいになるね」そんな声が聞こえてきます。ごみは大
型コンテナ１杯、軽トラック２台分にもなりました。
　きれいになった海岸を眺めながら、親子でお弁当タイ
ム。そしていよいよお待ちかねの潮干狩りです。たくさん
の笑顔があふれ、波打ち際からは歓声が聞こえてきます。
アサリやヒトデを手にして子どもたちは大喜び。
　親子の絆

きずな

を深め、また地域の方とふれあう機会となり
ました。そして“ふるさとの海”“ふるさと野田”を愛する
気持ちが育まれていることを実感しました。

　　「感謝」の気持ちを込めて

　毎年、祖父母の皆さんを招待し「福小お祭り広場」を
行っています。これは、祖父母の皆さんに感謝の気持ち
を込めて、一緒に楽しんでもらうための行事です。子ど
もたちは、１学期に学習で学んだことを生かし、学習発
表会をしたり自分たちで考えたゲームを祖父母の皆さ
んと一緒に楽しんだりします。
　１年生は「はっけん！がっこうのひみつ」、３年生は

「ウサギ！ふれあい広場」と題したお店を出し、自分たち
が学校を探検して発見したことや、獣医さんから学んだ
ウサギの秘密をクイズにして発表しました。
　お祭り広場を終え、子どもたちからは「ぼくたちで考
えたお店が、おじいさんたちを喜ばせることができたこ
とがうれしかった」「おばあちゃんから『クイズの読み方
がわかりやすかったよ』『やさしく案内してくれてあり
がとう』と言われてうれしかった」という感想が聞かれ
ました。どのお店でも、祖父母と楽しむ子どもたちの姿
が見られ、笑顔いっぱいの一日になりました。

福江小学校「お祭り広場」

野田小学校「親子学級」

平成25年9月15日　　　　　　　　　　　　　│6│

◦自慢げに学校のひみつを発表する１年生

◦子どもと一緒にウサギの鼓動を聞く参観者

◦海岸に打ち上げられたごみを拾う親子清掃

◦親子潮干狩り、たくさんのアサリが採れました



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

8
月

4
月

　

第
６
回
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
田

原
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、市
内
外
か
ら
参
加
し

た
28
団
体
が
、ス
テ
ー
ジ
発
表
や
展
示
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、温
か
な
家
族
愛
を
描
い
た
映
画

『
幸
福
な
食
卓
』が
上
映
さ
れ
、小
松
隆
志
監
督
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
女
が
共
に
考
え

共
に
歩
む
活
動
を
！

8
月
25
日［
日
］

　

設
楽
町
体
験
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、市
民
31
名
が

姉
妹
都
市
設
楽
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、

設
楽
ダ
ム
建
設
予
定
地
で
ダ
ム
の
概
要
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。ま
た
、豊と

よ
く
に邦
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
元
の
方
に
五
平
餅
作
り
を
教
わ
る
な
ど
、水
源

地
の
自
然
に
触
れ
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

見
て
触
れ
て

水
の
大
切
さ
を
実
感

８
月
24
日［
土
］

▲ステージでは、参加した団体の活動発表などが行われました
　（主催：田原市男女共同参画推進懇話会）

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
７
月
30
日

［
火
］～
８
月
３
日［
土
］大
分
県
大
分
市
）に
出
場

し
、男
子
４
０
０
Ｍ
で
見
事
３
位
に
輝
い
た
中
川

滋し
げ
き貴
く
ん（
豊
川
高
３
年
）が
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。中
川
く
ん
は「
自
己
ベ
ス
ト
の
記
録
を
出

せ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

た
ゆ
ま
な
い
努
力
で

見
事
全
国
３
位
！

８
月
15
日［
木
］

▲中川くん（写真左）のタイム（46秒97）は愛知県の高校記録
　※10月の国民体育大会に愛知県代表選手として出場します

▲豊川上流では、川魚のつかみ取りなども体験しました
※交流センターについては、今月号の『交流通信』9ページをご覧ください

│7│　　　　　　　　　　　　　平成25年9月15日
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ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

16

一
度
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
と
、
そ

の
効
果
を
実
感
し
て
翌
年
度
以
降
も
さ
ら

に
工
夫
を
凝
ら
し
、
よ
り
効
果
的
な
緑
の

カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　

ま
た
、
各
保
育
園
や
小
中
学
校
で
は
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
成
長
を
記
録
す
る
た
め

の
観
察
会
を
行
っ
た
り
、
ア
サ
ガ
オ
の
花

を
使
っ
た
色
水
遊
び
を
し
た
り
、
育
て
た

ゴ
ー
ヤ
の
実
を
地
域
に
配
る
な
ど
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
楽
し
み
な
が
ら

エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◉
夏
の
時
期
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を

　

活
用
し
た
エ
コ
ラ
イ
フ
の
推
進

  

田
原
市
で
は
、
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
一
環
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
電

気
使
用
量
の
削
減
な
ど
に
つ
な
が
る
ゴ
ー

ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
で
で
き
た
緑
の
カ
ー

テ
ン
設
置
を
推
進
し
、
市
民
に
対
し
て
、

エ
コ
ラ
イ
フ
の
普
及
・
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
、
市
内
の
保
育
園
お
よ
び
幼
稚

園
（
20
園
）、
小
学
校
（
８
校
）、
中
学
校

（
３
校
）、
市
民
館
（
９
施
設
）、
そ
の
他

施
設
（
17
施
設
）
の
計
57
の
公
共
施
設
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
、
市
内

の
住
宅
や
事
業
所
に
も
立
派
な
緑
の
カ
ー

テ
ン
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▪
平
成
24
年
度
の
成
果

　

レ
ジ
袋
購
入
辞
退
率
87
・
５
％

　

レ
ジ
袋
削
減
枚
数
５
６
４
万
７
３
４
９
枚

▪
レ
ジ
袋
削
減
の
メ
リ
ッ
ト
【
平
成
24

   

年
度
実
績
】

◦
ご
み
の
減
量
化

Ｌ
Ｌ
判
の
レ
ジ
袋
１
枚
は
９・９ｇ

【
ご
み
量
５
万
５
９
０
９
㎏
の
削
減
】

※
１
世
帯
か
ら
出
る
ご
み
の
48
年
分
の

量
に
相
当
し
ま
す
。

◦
石
油
資
源
の
節
約

レ
ジ
袋
１
枚
の
生
産
に
必
要
な
石
油
量

は
18
・
３
ml

【
石
油
約
１
０
３
kl
（
ド
ラ
ム
缶
５
１
６

本
分
に
相
当
）
の
節
約
】

◦
地
球
温
暖
化
の
抑
制

　

レ
ジ
袋
１
枚
の
製
造
お
よ
び
焼
却
に
よ
る

　

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
は
約
60
ｇ

　
【
Ｃ
Ｏ
２
約
３
０
２
ｔ
の
削
減
】

▪
レ
ジ
袋
削
減
の
協
定
締
結
店
舗

イ
オ
ン
田
原
店
、酒
蔵
ト
ウ
カ
イ
、ジ
ッ

プ
ド
ラ
ッ
グ
赤
石
店
・
田
原
赤
石
薬
局

赤
羽
根
店
・
渥
美
薬
局
、
ス
ギ
薬
局
田

原
店
、ス
ー
パ
ー
カ
ネ
イ
チ
、田
原
コ
ー

プ
㈱
磯
田
園
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ト
、

田
原
め
っ
く
ん
は
う
す
、
パ
ワ
ー
ズ
田

原
店
、
フ
ー
ド
オ
ア
シ
ス
あ
つ
み
田
原

店
・
福
江
店
、
ヤ
マ
ナ
カ
田
原
店

❖
有
料
化
に
よ
る
レ
ジ
袋
削
減
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

田
原
市
で
は
、ご
み
減
量
化
の
一

環
と
し
て
平
成
21
年
度
か
ら
レ
ジ
袋

を
有
料
化
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、レ

ジ
袋
削
減
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
２
７
８
人
・
事
業
所
88
カ
所（
８
月
末
現
在
）

　

レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
は
、
皆
さ

ん
の
意
識
次
第
で
実
践
で
き
る
身
近
な

エ
コ
の
一
つ
で
す
。
使
い
捨
て
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
マ
イ
バ
ッ
ク

で
の
買
い
物
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

◦東部保育園　緑のカーテン

◦堀切市民館　緑のカーテン

平成25年9月15日　　　　　　　　　　　　　│8│
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無
線
放
送

けん
ちゃん市

内
に
は
、
防
災
行
政
無
線
と
言

わ
れ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
の
付
い
た
無

線
設
備
が
２
５
２
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
毎
日
耳
に
す
る
「
無
線

放
送
」
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。　

▪
防
災
行
政
無
線
と
は

　

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
整

備
し
て
お
り
、
無
線
を
使
って
市
内
全
域

に
放
送
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
バッ

テ
リ
ー
搭
載
の
た
め
、
停
電
時
で
も
24

時
間
程
度
放
送
で
き
ま
す
。

▪
放
送
内
容
は　
　
　
　
　

　

緊
急
時
と
し
て
は
、
津
波
警
報
や
火

災
発
生
の
放
送
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
時
と
し
て
は
、「
こ
ち
ら
は
広
報
た

は
ら
で
す
～
」
で
始
ま
る
放
送
や
、
12
時

や
17
時
の
定
時
放
送
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▪
な
ぜ
12
時
と
17
時
に
音
楽
を
流
し
て

い
る
の
か　

　

試
験
放
送
で
す
。
故
障
な
ど
の
不
具

合
を
早
期
発
見
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
流
れ
な
い
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
点

検
の
た
め
に
放
送
し
て
い
ま
す
。

▪
放
送
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
と
き
は

　

機
器
の
故
障
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
役
所
防
災
対
策
課
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

▪
注
意
点　

◦
市
が
流
し
て
い
る
放
送
以
外
に
も
、

地
区
に
よ
っ
て
は
、
独
自
で
無
線
設

備
を
設
置
し
て
地
区
放
送
を
流
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

◦
設
置
場
所
に
よ
っ
て
は
、
ど
う
し
て

も
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い
地
域
も
あ

り
ま
す
。
無
線
放
送
の
内
容
を
メ
ー

ル
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
田
原
市
安

心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

確
認
し
ま

し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

９
月
か
ら
風
水
害
避
難
所
を
指
定
し

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
９
月
１
日
号
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉交流センターってどんなところ？
　豊川上下流域交流促進を目的に、廃校になった設
楽町の小学校を田原市が借り上げている施設です。
◉利用方法は？
◦対象　田原市民　※営利目的での利用は不可
◦活用方法　キャンプ、バーベキュー、スポーツなど
◦料金　無料（電気、水道などの使用料も無料）
　　　　無料レンタル品あり（ワンタッチテントなど）
◦申し込み　各交流センター会長へ電話にて（午後8
　　　　　　時まで）
※利用日当日に、交流センターで申込書に記入

申し込み先 電話番号
三都橋交流センター
会長　原

は ら い

井　正
ただし

さん
☎（０５３６）６４局５２６４

豊邦交流センター
会長　山

やま ぐ ち く に お

口邦夫さん
☎（０５３６）６４局５４３９

◉周辺のおすすめスポットは？
　三都橋交流センターか
ら北へ約30分車を走らせ
たところに、「きららの森」が
あります。「きららの森」は、
愛知県内最大級の規模を
誇る、ブナの原生林。静けさの中に広がるブナ林の黄
葉が鮮やかな黄金色に輝きます。また、「きららの森」に
隣接する段

だ ん ど こ

戸湖では、ルアー・フライ釣りが楽しめます。

姉妹都市 設楽町　三
み つ は し

都橋・豊
とよくに

邦交流センター
山や川などの自然を満喫できる、２つの交流センターをご紹介します。

～国内外との交流・多文化共生～

▲三都橋交流センター ▲豊邦交流センター

│9│　　　　　　　　　　　　　平成25年9月15日



会
人
は
作
文
と
面
接　

▼
申
し
込
み
＝
田

原
福
祉
専
門
学
校
に
あ
る
所
定
の
出
願
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
学
検
定
料

１
万
５
０
０
０
円
を
振
り
込
み
の
う
え
、

出
願
期
間
内
に
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
）　

▼
そ
の
他
＝
入
学
試
験

は
、
10
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
計
５

回
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

▼
日
時
＝
10
月
25 

日

（
金
）
午
後
１
時
～

３
時　

▼
場
所
＝
道

の
駅
田
原
め
っ
く
ん

は
う
す　

▼
内
容
＝

定
期
点
検
に
つ
い
て

の
講
話
や
点
検
な
ど

の
実
習　

▼
定
員
＝
２
０
０
名
（
先
着

順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
地
区
名
・
氏
名
を
明
記
）　

▼
そ

の
他
＝
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
参
加
者
に
は
、
マ
イ
カ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
や
粗
品
な
ど
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
渥
美
自
動
車
組
合

☎
22
局
０
７
４
６

22
局
４
８
２
３

　

田
原
福
祉
専

門
学
校
で
は
、

平
成
26
年
度
の

推
薦
お
よ
び
一

般
・
社
会
人
入

学
試
験
を
行
い

ま
す
。

▼
試
験
種
別
＝
①
推
薦
入
学
試
験 

②
一

般
・
社
会
人
入
学
試
験　

▼
試
験
日
＝
①

10
月
26
日
（
土
） 

②
11
月
２
日
（
土
）

▼
出
願
期
間
＝
①
10
月
１
日
（
火
）
～
17

日（
木
）  

②
10
月
15
日（
火
）～
24
日（
木
）

▼
試
験
内
容
＝
推
薦
は
面
接
、
一
般
・
社

▼
募
集
人
員
＝

１
名　

▼
対
象

＝
医
療
事
務
の

経
験
者
ま
た
は

医
療
事
務
に
関

す
る
資
格
が
あ

る
方　

▼
採
用

期
間
＝
11
月
１
日
（
金
）
～
平
成
26
年
３

月
31
日
（
月
）　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市

役
所　

▼
勤
務
内
容
＝
診
療
報
酬
明
細

書
（
レ
セ
プ
ト
）
の
内
容
点
検
お
よ
び
医

療
事
務
に
付
随
す
る
関
連
業
務　

▼
勤
務

形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

▼
報

酬
＝
月
額
15
万
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）
▼
申
し
込
み
＝
10

月
10
日
（
木
）
ま
で
に
保
険
年
金
課
に
あ

る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出
／
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着

▼
保
険
年
金
課

（
〒
４
４
１
―
３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
４
２
７
０

　

ひ
き
こ
も
り
の
理
解
を
深
め
、
対
応
法

を
学
ぶ
た
め
に
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
ひ
き
こ
も
り
者
の
家
族
、
不
登

校
児
童
の
家
族
な
ど
（
ひ
き
こ
も
り
の
方

の
住
所
が
豊
川
市
、
蒲
郡
市
、
田
原
市
の

家
族
）　

▼
日
時
／
講
座
名
／
内
容
＝
表

の
と
お
り　

▼
場
所
＝
豊
川
市
社
会
福
祉

会
館　

▼
定
員
＝
30
名　

▼
申
し
込
み
＝

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
豊
川
保
健
所
健
康
支
援

課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
豊
川
保
健
所
健
康
支
援
課

☎（
０
５
３
３
）83
局
３
６
２
６ 

（
０
５
３
３
）89
局
６
７
５
８

募
集

W
A
N
TED

安
全
で
快
適
な
カ
ー
ラ
イ
フ
の
た
め
に

「
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
」　

参
加
者

田
原
福
祉
専
門
学
校　

学
生

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
参
加
者

田
原
市
嘱
託
員

日時 内容

第
1
回

１０/１７木
13：30～15：30

講話　「不登校・ひきこもりの理解と対応」
　　　～改めて知っておきたいこと～
講師　愛知教育大学　大学院教育実践研究科
　　　准教授　川北稔氏

第
２
回

10/31木
13：30～15：30

講話　「ひきこもりの支援」～具体的な事例を通して～
講師　がまごおり若者サポートステーション
　　　センター長　鈴木法政氏

第
３
回

11/14木
13：30～15：30

講話　グループワーク「肯定的な考え方や表現の仕方に
　　　ついて知ろう」
講師　がまごおり若者サポートステーション
　　　センター長　鈴木法政氏　鈴木照江氏

平成25年9月15日　　　　　　　　　　　　　│10│



員
な
ど
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
程
は
、
田
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
社
協

だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
行
政
相
談
委
員

◦
松
井
克か
つ
し志
さ
ん
（
神
戸
町
）

◦
本
田
則の
り
こ子
さ
ん
（
高
松
町
）

◦
宮
本
孝た
か
こ子
さ
ん
（
福
江
町
）

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
局
０
６
１
０

23
局
３
９
７
０

http://tahara-shakyo.or.jp/

　

 sinpai/soudan.htm

　

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
８
月
26
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
、
金

３
０
０
万
円
。

▼
試
験
日
＝
11
月
24
日
（
日
）　

▼
場
所

＝
名
古
屋
市
内　

▼
種
類
＝
乙
種
全
類
・

丙
種　

▼
対
象
＝
一
般　

▼
申
し
込
み
＝

①
10
月
15
日
（
火
）
～
23
日
（
水
）
の
期

間
に
市
役
所
消
防
課
ま
た
は
消
防
署
・
各

分
署
に
あ
る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
郵
送　

②
10
月
12
日
（
土
）
午

前
９
時
～
10
月
20
日（
日
）午
後
５
時
の
期

間
に
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子
申
請　

▼
そ
の
他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事
前
講
習

会
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◦
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４

23
局
０
１
８
０

　

こ
の
運
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯

協
会
や
警
察
が
協
力
し
、
身
の
回
り
に
危

険
を
及
ぼ
す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。
10
月
11
日
（
金
）
は
、

防
犯
に
対
す
る
意
識
と
理
解
を
深
め
る

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」
と

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
防

犯
活
動
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

❖
運
動
の
重
点

◦
短
時
間
の
外
出
で
も
、
家
に
必
ず
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う

◦
な
る
べ
く
人
通
り
が
多
く
明
る
い
道
を

通
り
ま
し
ょ
う

◦
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◦
暴
力
追
放
「
三
な
い
運
動
」
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
（
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
・

恐
れ
な
い
・
お
金
を
出
さ
な
い
）

▼
市
民
協
働
課
☎
23
局
３
５
０
４

▼
日
時
＝
10
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
3
時
50
分　

▼
場
所
＝
豊
川
市
文
化

会
館　

▼
内
容
＝
①
基
調
講
演｢

認
知
症

を
理
解
し
よ
う｣

【
講
師
】
長
寿
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
も
の
忘
れ
セ
ン
タ
ー
神
経
内

科
部
長
鷲
見
幸
彦
氏　

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
可　

▼
定
員
＝

４
３
０
名
（
先
着
順
）
▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て
。

▼
豊
川
保
健
所
総
務
企
画
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
１
８
８ 

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
を
伺
い
、
そ
の
解
決
を
図
る
制

度
で
す
。市
で
は
、「
行
政
相
談
所
の
開
設
」

「
心
配
ご
と
相
談
」
を
同
時
に
実
施
し
ま

す
。
年
金
・
保
険
・
税
金
・
登
記
・
環
境

衛
生
・
消
費
者
保
護
・
交
通
安
全
・
道
路
・

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▪
心
配
ご
と
相
談

▼
開
催
日
／
場
所
＝
①
10
月
２
日
（
水
）

／
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

②
10
月
９
日

（
水
）
／
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー　

③
10

月
15
日
（
火
）
／
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

※
こ
の
ほ
か
の
日
程
で
も
、
行
政
相
談
委

生
活

LIFE

寄
付

D
O
N
ATIO

N

認
知
症
等
普
及
啓
発

地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

10
月
11
日
金
～
20
日
日

第
６
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
２１
日
月
～
２7
日
日

│11│　　　　　　　　　　　　　平成25年9月15日
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あ
る
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
い
る
と
、
失
わ

れ
る
日
本
の
風
景
を
特
集
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
に
歩
道
橋
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
番
組
で
は
司
会
者
と
解
説
者
が
、
歩
道

橋
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
懐
か
し
く

語
って
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
現
在
、歩
道
橋
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
は
、豊
島
町
（
豊
島
横
断
歩
道
橋
／

１
９
７
０
年
建
設
）、
六
連
小
学
校
前
（
む

つ
び
歩
道
橋
／
１
９
９
３
年
建
設
）、
田
原

中
学
校
前
（
は
こ
う
歩
道
橋
／
１
９
７
４

年
建
設
）、田
原
南
部
小
学
校
前
（
大
久
保

歩
道
橋
／
１
９
６
８
年
建
設
）、
野
田
小
学

校
前
２
カ
所
（
野
田
歩
道
橋
／
１
９
６
８

年
建
設
、
ほ
る
と
歩
道
橋
／
１
９
９
６
年

建
設
）、
福
江
町
高
田
（
福
江
歩
道
橋
／

１
９
７
３
年
建
設
）
の
交
差
点
で
す
。

　

豊
島
町
の
歩
道
橋
は
、旧
国
道
、線
路
を

跨
い
で
い
ま
す
の
で
、階
段
や
橋
の
高
さ
が
複

雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、六
連
小
学
校

前
の
歩
道
橋
は
片
方
が
ら
せ
ん
階
段
で
す
。

田
原
中
学
校
前
の
歩
道
橋
は
、幾
度
も
改

修
が
加
え
ら
れ
ス
ロ
ー
プ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
福
江
町
高
田
の
歩
道
橋
は
交
差
点
に

か
か
る
市
内
で
最
も
大
き
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
同
様
の
施
設
で
あ
る
地
下
横
断

歩
道
も
市
内
に
は
、
清
田
小
学
校
の
通
学

路
、
衣
笠
小
学
校
の
通
学
路
（
ど
ん
ど
ん

地
下
道
）
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
田
原
市
街
地
の
ま
つ
り
会
館
前

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
取
り
壊
さ
れ
て
今

は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も
学
校
の
近
く

で
交
通
量
の
多
い
道
路
に
設
置
し
て
あ
り
、

事
故
に
遭
い
や
す
い
子
ど
も
を
意
識
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

昭
和
30
年
代
終
わ
り
か
ら
、
自
動
車
が

普
及
し
ま
し
た
。「
自
家
用
車
で
休
日
に

家
族
で
ド
ラ
イ
ブ
」
と
い
う
家
庭
が
増
え
始

め
、
交
通
事
故
も
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
の
よ
う
に
、
車
道
と
歩
道
が
し
っ
か
り

分
離
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
車
と
人
間

が
お
互
い
交
通
ル
ー
ル
に
慣
れ
て
い
な
い
時
代

で
し
た
の
で
、
事
故
を
防
ぐ
直
接
的
な
方

法
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
全
国

的
に
作
ら
れ
た
の
は
昭
和
40
年
代
で
し
た
。

　

通
学
路
の
変
更
や
新
た
な
横
断
歩
道
の

設
置
な
ど
に
よ
り
安
全
が
確
保
さ
れ
た
場

合
や
老
朽
化
が
進
ん
だ
も
の
が
、
全
国
的

に
、
徐
々
に
取
り
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歩
道
橋
の
思
い
出
は
、
通
学
途
中
の
格

好
の
雨
宿
り
の
場
で
も
あ
り
、
そ
こ
を
基

点
と
し
て
帰
り
道
の
違
う
友
だ
ち
と
の
別

　

な
つ
か
し
の
横
断
歩
道
橋

れ
を
惜
し
む
場
で
し
た
。
何
よ
り
高
い
建

物
が
少
な
い
時
代
、
周
囲
を
見
渡
し
四
季

の
移
り
変
わ
り
を
空
気
と
と
も
に
感
じ
る

場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
味
気
な
い
ク
リ
ー
ム

色
の
歩
道
橋
で
す
が
、
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
の
安
全
施
設
だ
け
で
な
く
、
積
み

重
ね
た
時
間
と
地
域
に
溶
け
込
ん
だ
風
景

と
な
って
い
る
の
で
す
。

　

前
出
の
テ
レ
ビ
番
組
の
解
説
者
も
、
取
り

壊
さ
れ
て
い
く
歩
道
橋
の
様
子
に
や
る
せ
な

さ
を
吐
露
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
横

断
歩
道
橋
は
歩
行
者
の
安
全
を
守
る
べ
き

も
の
。
こ
の
歩
道
橋
を
見
る
た
び
、
私
た
ち

は
交
通
安
全
の
決
意
を
新
た
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
象
徴
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】伊
良
湖
小
学
校

▼
東
三
河
地
域
は
、こ
の
夏
、

降
水
量
が
極
端
に
少
な
い
た

め
、皆
さ
ん
に
節
水
対
策
を

呼
び
か
け
る
毎
日
が
続
い
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
こ
と
で
、恵
み
の
雨
は
欲
し
い

で
す
が
、災
害
が
起
き
な
い
こ
と
も

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。今
回
、

伊
良
湖
校
区
が
実
施
し
た
防
災
対
策

を
参
考
に「
今
、何
が
で
き
る
の
か
」

な
ど
、あ
ら
た
め
て
家
族
や
地
域
で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。（
Ｉ
）

▲豊島横断歩道橋とプレート（子どもたち
に親しまれるように、ひらがな書き）

▲清田小前の地下横断歩道
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